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８月1日現在の人口●男1,718人●女1,773人●計 3,491人（前月比－5）●転入9●転出15●出生5●死亡4●世帯数1,064（前月比3）

平成16年８月10日

月号

「安全・安心な村づくり大会」を開催
喜多方警察署管内初の防犯パトロール隊発足

近年の社会の犯罪傾向は「少年非行の低年齢化」が進み、「自動販売機荒らしなどの街頭犯罪」や
「高齢者を対象とした新たな犯罪」などが増加しており、本村においても例外ではなくなりつつあり
ます。
これらの被害を未然に防ぎ、犯罪のない、安全で安心して暮らせる地域の実現を目指そうと「安

全・安心な村づくり大会」が７月１５日、村コミュニティセンターホールで開催され、喜多方警察署
管内初となる防犯パトロール隊が北山・大塩・桧原各地区に発足しました。また、「みんなで　まも
ろう　安心な村」を合い言葉とした大会宣言を行い、村はじめ関係機関、さらに地域が一丸となって
安全・安心な村づくりに取り組むことを誓い合いました。

大会では、防犯パトロール隊員に高橋
村長から委嘱状が交付されたほか、そろ
いのジャンパーと帽子が贈呈されました。
「自分たちの地域は、自分たちで守る」
という強い気持ちのもと、子どもたちが
犯罪に関わらないよう、そして、地域に
おける犯罪を未然に防ぐため、蛍光色の
ジャンパーを身にまとった隊員が各地区
でパトロールしています。

自分たちの地域は自分たちで守る！
各地区で防犯パトロールを実施

▲渡部門さん（大塩地区隊長）に委嘱状交付▲パトロール隊員に贈呈されたジャンパーと帽子



広報きたしおばら ②

昭
和
29
年
３
月
31
日
に
北
山
村
・

大
塩
村
・
桧
原
村
の
３
村
が
合
併
し

北
塩
原
村
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で

50
年
。
村
づ
く
り
に
尽
力
い
た
だ
い

た
先
人
へ
の
感
謝
と
一
層
の
伸
展
を

誓
う
「
北
塩
原
村
合
併
50
周
年
記
念

式
典
」
は
７
月
22
日
、
裏
磐
梯
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
来
賓
、
ほ
う
賞

受
賞
者
な
ど
約
２
５
０
人
を
招
き
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
村
長
の
式
辞
、
鈴
木
定
芳
村

議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ほ
う

賞
授
与
式
に
移
り
、
特
別
功
労
ほ
う

賞
４
人
、
功
労
ほ
う
賞
20
人
、
善
行

ほ
う
賞
52
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
12
年
度
か
ら
15

年
度
ま
で
の
建
設
工
事
の
竣
功
を
祝

う
総
合
竣
功
式
が
行
わ
れ
、
工
事
設

計
監
理
者
19
社
と
、
工
事
施
工
業
者

41
社
及
び
用
地
協
力
者
40
人
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

上
遠
野
会
津
地
方
振
興
局
長
（
県

知
事
代
理
）
は
じ
め
、
渡
部
恒
三
衆

議
院
議
員
な
ど
、
多
数
の
来
賓
の
皆

さ
ま
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
戴
し

た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
、
五
十
嵐

怜
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
が
終

了
し
ま
し
た
。

ほ
う
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

特
別
功
労
ほ
う
賞

◇
村
議
会
議
員
12
年
以
上

伊
　
藤
　
文
　
雄

（
桧
原
）

鈴
　
木
　
憲
　
一

（
大
塩
）

◇
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

20
年
以
上

岩
　
本
　
武
　
雄

（
北
山
）

五
十
嵐
　
　
　
怜

（
大
久
保
）

功
労
ほ
う
賞

◇
村
議
会
議
員
８
年
以
上

五
十
嵐
　
　
　
肇

（
大
久
保
）

小
　
椋
　
義
　
正

（
早
稲
沢
）

鈴
　
木
　
定
　
芳

（
下
吉
）

◇
体
育
指
導
委
員
15
年
以
上

五
十
嵐
　
憲
　
雄

（
上
川
前
）

◇
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

15
年
以
上

井
　
上
　
義
　
則

（
北
山
）

◇
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
15
年
以
上

長
　
島
　
幹
　
雄

（
北
山
）

鈴
　
木
　
藤
右
エ
門
（
大
塩
）

◇
交
通
安
全
部
会
長
・
分
会
長

12
年
以
上

鈴
　
木
　
勝
　
吉

（
大
塩
）

◇
裏
磐
梯
防
犯
協
会
長
及
び
北
塩
原

防
犯
協
会
裏
磐
梯
支
部
長
と
し
て

21
年
間
活
躍

津
　
金
　
袈
裟
則

（
猪
苗
代
）

◇
村
職
員
20
年
以
上

渡
部
富
美
雄
・
小
椋
　
渉
・
小
椋

ア
イ
子
・
鈴
木
時
夫
・
星
井
ト
ミ

子
・
横
山
信
夫
・
五
十
嵐
大
・
小

椋
正
任
・
高
久
光
子
・
五
十
嵐
信

也
・
渡
部
久
子

善
行
ほ
う
賞

◇
村
議
会
議
員
４
年
以
上

酒
　
井
　
作
　
男

（
剣
ヶ
峯
）

小
　
椋
　
　
　
眞

（
蛇
平
）

武
　
藤
　
　
　
寛

（
北
山
）

佐
　
藤
　
正
　
男

（
剣
ヶ
峯
）

橋
　
和
　
重

（
北
山
）

小
　
椋
　
　
　
元

（
早
稲
沢
）

栗
　
村
　
次
　
夫

（
北
山
）

◇
教
育
委
員
会
委
員
５
年
以
上

須
　
藤
　
信
　
立

（
北
山
）

新
　
井
　
　
　
徹

（
狐
鷹
森
）

小
　
椋
　
隆
　
子

（
早
稲
沢
）

◇
体
育
指
導
委
員
８
年
以
上

高
　
橋
　
良
　
一

（
大
塩
）

◇
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

８
年
以
上

伊
　
藤
　
　
　
淳

（
早
稲
沢
）

◇
農
業
委
員
会
委
員
５
年
以
上

伊
　
藤
　
正
　
彦

（
下
川
前
）

猪
　
俣
　
　
　
務

（
関
屋
）

小
　
椋
　
武
　
彦

（
早
稲
沢
）

佐
　
藤
　
豊
　
治

（
曽
原
）

佐
　
藤
　
善
　
實

（
北
山
）

外
　
島
　
二
　
郎

（
桧
原
）

五
十
嵐
直
右
衛
門

（
上
川
前
）

◇
交
通
安
全
協
会
分
会
長
６
年
以
上

内
　
海
　
一
　
明

（
北
山
）

◇
保
健
衛
生
協
力
員
８
年
以
上

小
　
椋
　
陽
　
子

（
小
野
川
）

◇
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
８
年
以
上

内
　
海
　
正
　
吾

（
関
屋
）

◇
民
生
児
童
委
員
８
年
以
上

五
十
嵐
　
和
　
夫

（
谷
地
）

小
　
椋
　
新
　
一

（
長
峯
）

東
　
條
　
嘉
　
子

（
下
吉
）

穴
　
澤
　
美
　
春

（
大
塩
）

吉
　
田
　
勝
　
男

（
剣
ヶ
峯
）

◇
消
防
団
員
25
年
以
上

大
　
堀
　
幸
　
生

（
狐
鷹
森
）

五
　
島
　
喜
　
和

（
谷
地
）

小
　
椋
　
正
　
美

（
蛇
平
）

佐
　
藤
　
貞
　
一

（
蛇
平
）

小
　
椋
　
良
　
夫

（
早
稲
沢
）

柏
　
谷
　
孝
　
雄

（
早
稲
沢
）

小
　
椋
　
徳
　
雄

（
早
稲
沢
）

大
　
堀
　
恒
　
雄

（
狐
鷹
森
）

二
　
瓶
　
睦
　
夫

（
狐
鷹
森
）

遠
　
藤
　
利
　
美

（
金
山
）

佐
　
藤
　
清
　
廣

（
剣
ヶ
峯
）

渡
　
部
　
文
　
雄

（
秋
元
）

◇
村
長
が
特
に
認
定
し
た
者

沖
縄
県
東
村

脳
神
経
疾
患
研
究
所

磐
梯
東
都
バ
ス

学
校
法
人
明
治
大
学

宮
下
充
正

青
木
半
治

毎
日
新
聞
社

東
京
電
力

東
日
本
電
信
電
話

会
津
若
松
支
店

東
北
電
力

喜
多
方
営
業
所

ゼ
ビ
オ

ホ
テ
ル
ト
ー
コ
ー

北
塩
原
郵
便
局
長
　
鈴
木
　
弘
道

先人への感謝と村伸展を誓う

▲特別功労ほう賞受賞者代表の五十嵐怜さん



③ 広報きたしおばら

第４回

に感動
▲平和祈念公園の
慰霊碑をお参り

▲世界一を誇る美ら海水族館の大水槽

▲ウミガメの放流を体験

▲

宮城茂村長より
歓迎のことば

ヤンバルの動植物を展示
する東村「山と水の博物
館」を見学

▲東村の子どもたちと交流

▲東村特産の採れたてパインをがぶり！▲ウッパマビーチでカヌー体験

▲首里城正殿の前で「ハイ・チーズ！」

お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
・

穴
澤
将
太
く
ん
（
大
塩
小
）

沖縄県東村との交流

▼

児童代表あいさつ・
渡部美奈さん

（北山小）



広報きたしおばら ④

任期満了に伴う
は

８月２４日（火）告示
８月２９日（日）投票 と決まりました。

は
８月１９日（木）告示
９月　５日（日）投票 です。

身近で大切な選挙です。
棄権しないで投票をしましょう。

■問い合わせ先 北塩原村選挙管理委員会　 ２３─３１１１

★期日前投票
投票日に投票に行けない方は、期日前投票ができます。
時　間 午前８時３０分～午後８時００分
場　所 北塩原村選挙管理委員会事務室（役場内）
期　間　　　　　　　　　８月２５日（水）～８月２８日（土）

８月２０日（金）～９月　４日（土）
北塩原村長選挙
福島県知事選挙



⑤ 広報きたしおばら

対　　　象 20歳以上の女性で、村が指定する医療機関で検診ができる方。
＊実施医療機関は下記のとおりです。

実 施 期 間 ８月２日（月）～９月３０日（木）
＊曜日、時間等をよく確認してください。

受 診 方 法 前回調査の受診対象者には地区の保健衛生協力員より「受診票」が配布されます。
指定医療機関に持参して受診してください。

個人負担金 頸ガン（1,000円）、体ガン（800円）

「受診票」が配付されなかった方で受診したい方は、
８月23日（月）まで、保健センター ２８─３７３３へご連絡ください。

日　程　９月 ３日（金）、７日（火）、
17日（金）、21日（火）

時　間　10：30～12：00

■問い合わせ先
保健センター ２８─３７３３

◇◇◇子宮ガン施設検診指定医療機関一覧◇◇◇

喜多方地区

医療機関名

山田産婦人科医院

三浦産婦人科医院

鳴 瀬 医 院

医療生協きたかた診療所

有 隣 病 院

22-3032

22-0293

24-3333

23-3611

24-5021

月～土

土曜日の午後
8:30～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～11:30

13:30～17:30

14:00～17:00

14:00～17:00

15:30～18:00

14:00～16:00

土曜日：16:00まで

土曜日：14:30まで

受付：健診センター

木曜日の午後
土曜日の午後
土曜日の午後
第２･第４土曜日
水･土曜日の午後
第３土曜日

電話番号 検査曜日 休診日 受付時間 備　　　　考午　前 午　後

会津若松地区

医療機関名

小 野 木 病 院

関 川 医 院

舟田クリニック産科婦人科

古 川 産 科 婦 人 科

なるせとみこレディースクリニック

山 鹿 ク リ ニ ッ ク

竹 田 綜 合 病 院

総合会津中央病院

県立会津総合病院

26-5533

27-0918

23-1103

27-0021

37-7851

29-6611

27-5511

25-1515

27-2151

月～土

月～金

木曜日の午後

－

8:30～11:30

9:00～11:30

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:30

－

11:00～11:50

8:30～12:00

8:30～11:30

13:30～17:30

13:00～15:30

14:30～17:00

14:00～17:00

14:00～17:30

13:30～16:00

13:30～17:00

14:00～16:00

－

土曜日：16:00まで

土曜日：14:30まで

水曜日：12:30まで
土曜日：15:00まで

午前中の受付：竹田綜合
病院健診ｾﾝﾀｰ

受付：健診センター

窓口：新患受付

窓口：新患受付

木曜日の午後

土曜日の午後

水曜日の午後

第２･第４土曜日

第２･第４土曜日
木曜日の午後
第３土曜日

－

電話番号 検査曜日 休診日 受付時間 備　　　　考午　前 午　後
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剣
ヶ
峯
　
吉
田
博
子

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

北
山
　
　
武
藤
敏
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

剣
ヶ
峯
　
斎
藤
ト
シ
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

上
川
前
　
大
竹
英
子

北
山
　
　
吉
川
一
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

平成14年８月に来村し、英語指導助手として英語
や国際理解学習など多方面に活躍してきたジェニファー・カイ
ル先生が７月20日、任期終了のあいさつのため村長室に訪れ、
２年間の思い出や今後の抱負などについて懇談しました。
また、ジェニファー先生より村民の皆さんへのメッセージ
をいただきました。ジェニファー先生、ありがとうございま
した。いつでも北塩原村に遊びに来てくださいね。

６月25日（金）大塩
小学校の食堂において、
大塩小と公民館の共催
による「イブニングト
ーク」が開催されまし
た。講師に塩川町在住
の山田登志美さんを迎
えて「子供たちに昔話を伝えよう」をテーマにし
て会津弁による昔話を聞きました。裏磐梯にまつ
わる昔話や昔から伝わる話など10作以上披露して
いただき、参加した大人も子どもも真剣に聞き入
っていました。
あたたかいぬくもりが感じられる会津弁の昔話。
会津弁がなかなか聞かれなくなった今、昔話で次
の世代に伝承していかなければならないと思いま
した。

こんにちは！スミス先生
ジェニファー先生の後任となるスミス・エ
イミー先生が７月28日に着任しました。
ウェリントン市（ニュージーランドの北島）
の大学を卒業したばかりの24歳で、サッカー
とコーヒーショップ巡りが趣味とのこと。今
月末から各小中学校を中心に活躍します。
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休日当番医

三浦産婦人科医院… 22 - 0293
星医院……………… 22 - 0005

みつはし医院……… 21 - 1311
山田産婦人科医院… 22 - 6300
渡邉小児科医院…… 22 - 3133

第二次救急当番医

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021
佐 原 病 院………… 22 - 5321
県立喜多方病院…… 22 - 2181

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

募集種目 看護学生 防衛大学校
学生

防衛医科
大学校学生

種目説明 看護師 幹部（指揮官） 幹部（医師）

受付期間 ９月10日～10月１日

資　　格 高卒（見込含）
24歳未満 高卒（見込含）21歳未満

試験期日

■問い合わせ先
自衛隊 福島地方連絡部 会津若松出張所

０２４２─２７─６７２４

１次
10月17日

２次
11月19日　

20日

１次
11月13日

14日
２次
12月14日

～17日

１次
11月6日

7日
２次
12月8日

～10日

■
試
験
職
種

保
健
師

■
採
用
予
定
人
員

若
干
名

■
受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
で
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
も
の
、
ま
た
は
平
成
17
年

３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
者

■
受
付
期
間

８
月
31
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
　

23
・
３
１
１
１

不動産取得税は、土地や家屋を取
得した毎に一度だけ納めていただく
県の税金です（固定資産税は市町村、
登録免許税は国の税金）。
住宅用の土地を取得してから３年

以内に住宅を新築（中古住宅の場合
は、１年以内に取得）したときか、
住宅を取得後一年以内にその建物の
土地を取得した場合に、取得された
住宅用土地にかかる不動産取得税を
減額する制度があります（住宅の総
床面積が50㎡以上240㎡以下である
こと）。
その他、公共事業で収用されたと

きや、災害・火災を受けたとき等の
「減免」制度もあります（一定の条件
が必要です）。
これらの制度は、本人からの申請

により減額・減免するものですので、
該当すると思われる方は、住宅の要
件及び必要書類について、次のとこ
ろにお問い合わせください。
■問い合わせ先
福島県会津地方振興局県税部

不動産取得税チーム
０２４２─29─５２５４

後
継
者
対
策
と
し
て
、
結
婚
者
及

び
媒
酌
人
に
対
し
、
報
奨
金
を
次
の

よ
う
に
改
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
報
奨
の
対
象
及
び
金
額
◇

◎
結
婚
者

・
年
齢
が
三
十
歳
以
上
の
場
合
（
十

年
以
上
村
内
に
居
住
）
に
は
、
結

婚
祝
金
と
し
て
二
十
万
円
を
支
給

◎
媒
酌
人
（
情
報
提
供
者
）

結
婚
が
成
立
し
た
場
合

・
三
十
歳
未
満
の
結
婚
者
一
組
に
つ

き
二
万
円
を
支
給

・
三
十
歳
以
上
の
結
婚
者
一
組
に
つ

き
十
万
円
を
支
給

■
問
い
合
わ
せ
先

村
農
業
委
員
会

23
・
１
３
３
４

毎
年
一
月
一
日
現
在
所
有
し
て
い

る
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
等
）
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
に
つ
い
て
、
現
在
取
り
壊
さ

れ
て
現
存
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
務
局
（
登
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）

へ
の
滅
失
登
記
を
す
る
こ
と
と
、
登

記
し
て
な
い
家
屋
に
つ
い
て
は
、
家

屋
取
毀
届
（
様
式
役
場
備
付
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

課
税
誤
り
の

原
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

財
務
政
策
課
税
務
班23

・
３
１
１
４
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今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

８
月
25
日
（
水
）

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

32
・
２
９
２
７

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

村
県
民
税

２
期
分

国
民
健
康
保
険
税

２
期
分

介
護
保
険
料

２
期
分

上
下
水
道
使
用
料

７
月
分

国
民
年
金

７
月
分

個
人
事
業
税

１
期
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

鵜
川
　
七
彩

な
な
せ

橋
　
沙
耶

さ

や

金
子
　
正
樹

ま
さ
き

小
椋
　
渚
彩

な
ぎ
さ

佐
藤
　
雄
大

ゆ
う
だ
い

誠
幸
　
夫

明
　
弘

秀
　
一

学

松

陽

台

大
塩
上
区

松

陽

台

早

稲

沢

長

峯

(((((

)))))

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

（
中
川
　
健
一
（
下
吉
）

穴
沢
　
弥
生
（
大
塩
中
区
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

伊
藤
　
悦
子
（
延
廣
・
妻
）
狐
鷹
森

橋
善
三
郎
（
シ
ヲ
ノ
・
夫
）
大
塩
下
区

大
堀
　
幸
一
（
幸
生
・
父
）
狐
鷹
森

猪
俣
　
清
喜
（

透
・
父
）
関
屋

住民ふれあい課 松下　亮子

「もともと体を動かすことが大好き、農業の魅力に取りつかれま
して」と収穫した葉たばこを縄に差しはさむ「葉あみ」作業をしな
がら笑顔で話す武藤潔治さんは、サラリーマン家庭に育った福島市
出身の新規就農者。充実感に満ちた忙しい毎日を過ごしています。
潔治さんは、専業農家である武藤宗嗣さんの３女、瞳さんとの出
会いがきっかけで、農業への関心が高まったそうです。「以前から
自然とか農業等には関心がありましたが、彼女（瞳さん）から実家
の農業のことを聞いているうちに自分もやってみたいと思ったんで
す。これからは農業の価値が高くなると思うんですよ」と農業の将
来を展望します。
潔治さんは瞳さんと婚約し、宗嗣さんの後を継ぐことを決意、そ
れまで勤めていた商社を退社し、この春に農業後継者として新たな
社会人生活をスタートさせました。奥さんの瞳さんが福島市で単身
赴任中と、寂しい新婚生活ですが、「就農や農業後継者のことなど
をよく言われますが、自分としては特別なことをしたとは思ってい
ません。また、彼女には週に２、３度は会えますから付き合ってい

るころを思えば同じくらいですよ」と頼もしい潔治さん。
一方、父親となった宗嗣さんは「潔治と同じ年代の就農者がなか
なか近くにいない。さまざまな勉強会に参加し、技術習得だけでな
く、仲間の輪を広めてほしい」と話します。また、「農業で使用す
る（大型）機械はたくさんあるが、何事も基本が大事、機械に乗っ
てみたいなどの気持ちがあるだろうが、今は裏方とも思える仕事を
一生懸命やることだ。そうすることで一つひとつの作業の大切さを
覚えることができる」と潔治さんにアドバイス。
宗嗣さんのお宅では稲作と葉たばこを栽培。稲も順調に生育し、

今の時期は葉たばこの収穫作業が真っ盛り。「忙しいのが楽しい。
手を掛けた分だけ成長するのが何よりもうれしいね」と話す父・宗
嗣さんの言葉に、潔治さんもしっかりとうなずいていました。

婚約を契機に奥さんの実家に就農
武藤　潔治さん（北山）

第43回

平
成
16
年
７
月
１
日
〜

７
月
31
日
ま
で
届
出
分

▲左から宗嗣さん、潔治さん

夫の暴力、酒乱、離婚問題等でお困りの方
女性相談会のお知らせ

■日　時　９月10日（金）
■受　付　午前10時～午後３時
■会　場　会津サティ（ＪＲ会津若松駅前）

※相談は無料で、秘密厳守です。

■問い合わせ先
会津保健福祉事務所児童家庭支援チーム

０２４２─２９─５２７８


